
課題の答え



デフォルト設定
課題. 伏図生成

3F 伏図 1:100

設定調整図
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■生成マネージャー設定の調整＿3F 伏図
① 伏図に陰線を図化しない＿チェックON
② 伏図に鉄骨ブレースを単線で図化＿チェックOFF
③ 部材間の区分表現＿部材種類だけ区分にチェックON
④ 部材寸法の表記を省略＿チェックON（4m未満）
⑤ 凡例の設定＿部材リストをチェックOFF
⑥ ハッチングパターン＿-1段目：ANSI37、縮尺比率1.0
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※下図マネージャーの設定はデフォルトです



X5 軸組図 1:100
Y3 軸組図 1:100

課題. 軸組図生成
デフォルト設定

設定調整図
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■生成マネージャー設定の調整＿軸組図：X5 軸組図
① 部材間の区分表現＿“部材種類だけ区分”項目にチェックON
② 軸組図・断面図に部材天端レベル寸法を表記＿“レベル移動部材のみ表記する”項目をチェックOFF
③ 凡例の設定＿“特記以外は下記による”項目をチェックOFF
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※下図マネージャーの設定はデフォルトです
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Y3 軸組図 1:100
課題. 軸組図生成

デフォルト設定

設定調整図
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■生成マネージャー設定の調整＿軸組図：Y3 軸組図
① 軸組図・断面図に鉄骨ブレースを単線で図化する＿チェックON
② 軸組図・断面図に部材天端レベル寸法を表記＿“レベル移動部材のみ表記する”項目をチェックOFF
③ 凡例の設定＿“特記以外は下記による”項目をチェックOFF
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※下図マネージャーの設定はデフォルトです
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マネージャー設定を調整して断面図を生成してみましょう。
囲み部分が調整して生成した箇所です。

課題. 断面図生成
A-A’ 断面図 1:100
B-B’ 断面図 1:100
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A-A’ 断面図 1:100
課題. 断面図生成

デフォルト設定

設定調整図
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■生成マネージャー設定の調整＿構造断面図：A-A’ 断面図
① 軸組図・断面図に陰線を図化しない＿チェックOFF
② 軸組図・断面図に部材天端レベル寸法を表記＿“レベル移動部材のみ表記する”項目をチェックOFF

※下図マネージャーの設定はデフォルトです
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B-B’ 断面図 1:100
課題. 断面図生成

デフォルト設定

設定調整図
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■生成マネージャー設定の調整＿構造断面図：B-B’ 断面図
① 軸組図・断面図に陰線を図化しない＿チェックOFF
② 軸組図・断面図に部材天端レベル寸法を表記＿“レベル移動部材のみ表記する”項目をチェックOFF
③ 凡例の設定＿“特記以外は下記による”項目をチェックOFF

※下図マネージャーの設定はデフォルトです
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RC大梁リスト 1:60 → 1:40
課題. 部材リスト生成

デフォルト設定

設定調整図
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■生成マネージャー設定の調整＿RC大梁リスト
① 生成時の縮尺＿1:60 → 1:40
② 階レベル線表示＿チェックOFF
③ 腹筋径＿D10 → D13に変更
④ 大梁/地中梁 断面スタイル＿スラブなしに変更
⑤ 部材リスト自動レイアウト＿RC大梁リストで“区切り線”にチェックON
⑥ リスト枠設定＿寸法線位置のあき間隔を調整 2.50 → 2.00、6.00 → 2.00

※図中、生成時やマネージャーの設定はデフォルトです
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